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第
百
九
回

高
尾
山
信
徒
峰
中
修
行
会

十
月
十
日
他
～
十

一
日
㈲

秋
冷
の
高
尾
山
へ
一
泊
し
当
山
独
自
の
滝
行
を
は
じ
め
'

月
SF
軌

･
写
仏

･
法
話
の
聴
講
等
を
実
践
す
る
桁
神
修
雀

の
行
中
と
し
て

【高
尾
山
信
徒
峰
中
修
行
会
】
を
来
る
十

月
十
日
～
十

L
日
に
憐
催
し
ま
す
｡

補
尾
山
に
広
が
る
大
自
然
全
体
を
性
行
退
堀
と
し
て
'

砿
尾
山
御
本
申
･飯
純
大
権
現
様
に
身
を
ま
か
せ
､
古
来
よ

り
伝
承
さ
れ
る
修
行
の
方
法
を
突
践
L
t
汲
動
の
現
代
社

会
に
生
き
る
ご
自
身
の
心
の
波
を
静
め
て
み
ま
せ
ん
か
C･

老
若
班
女
を
問
わ
ず
初
心
者
の
方
も
歓
迎
致
し
ま
す
｡

参
加
ご
希
望
の
方
は
､
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号

･
住
所

･

氏
名

･
年
齢

･
性
別

･
生
年
月
日

･
箱
詰
番
号
を
明
記
し

て
お
送
り
下
さ
い
｡

(尚
､
小
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
と
な
り
ま
す
｡
)

皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
｡

*
お
電
話
に
て
の
申
込
は
tU
遠
慮
下
さ
い
C

*
訊
杏
は
､
締
め
切
り
後
､
発
送
致
し
ま
す
｡

宛

先

〒
一
九
三
-
八
｣ハ
八
六

八
王
子
iE
高
尾
町
二
一
ヒ
七

高
尾
山
信
徒
峰
中
性
行
会
係
宛

t

托

O
r
二
･･ハ｣ハ
l
〓

T
j

LL
A
X

O
F
llL
ハ八
p
･
〓
<
九

申
し
込
み
締
め

切
り

九
月
十
八
日
(金
)

蔓

大
人

1
万
五
千
円

子
供

1
万
;
(な
れ学
)

*
保
険
料
含

申
込
み
後
､
キ
ャ
ン
セ
ル
の
方

は
､
早
め
に
屯
話
適
格
を
入
れ
て

下
さ
い
｡連
絡
な
き
堀
合
は
､
キ

ャ
ン
セ
ル
料
等
が
か
か
る
(発
生

す
る
)場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
､

ご
了
承
下
言
い
｡

集
合
場
所

高
尾
山
庇
不
動
院

午
前
九
時
災
合

服

装


